
令 和 ６ 年
４月19日
（金曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
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告
示

指
定
納
付
受
託
者
の
指
定
の
解
除
（
税
務
課
）
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指
定
納
付
受
託
者
の
指
定
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課
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指
定
納
付
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託
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届
出
（
税
務
課
）
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解
除
予
定
保
安
林
（
宇
部
市
）
（
森
林
整
備
課
）
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…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
に
関
す
る
告
示
に
係
る
指
定
漁
船
を
普

通
損
害
保
険
に
付
す
べ
き
義
務
の
消
滅
（
水
産
振
興
課
）

二
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…

○
公
告

令
和
六
年
度
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
の
実
施
（
消
防
保
安
課
）
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…

令
和
六
年
度
消
防
設
備
士
講
習
の
実
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（
消
防
保
安
課
）
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…

土
地
改
良
事
業
の
工
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の
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了
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整
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課
）
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令
和
六
年
度
山
口
県
家
畜
人
工
授
精
師
養
成
講
習
会
の
開
催
（
畜
産
振
興
課
）

五

…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…

契
約
の
締
結
（
会
計
課
）
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○
選
管
告
示

不
在
者
投
票
の
で
き
る
老
人
ホ
ー
ム
の
指
定

六

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

不
在
者
投
票
の
で
き
る
保
護
施
設
の
指
定
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…
…
…
…
…
…
…
…

不
在
者
投
票
の
で
き
る
老
人
ホ
ー
ム
の
指
定
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正

六
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

不
在
者
投
票
の
で
き
る
保
護
施
設
の
指
定
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正

七

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
企
業
管
理
規
程

山
口
県
企
業
局
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

七

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

告

示

山
口
県
告
示
第
百
三
十
五
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
に
規
定
す

る
指
定
納
付
受
託
者
の
指
定
を
次
の
と
お
り
解
除
し
た
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

指
定
納
付
受
託
者
の
名
称
、
住
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地

Ｓ
Ｂ
ペ
イ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

東
京
都
港
区
海
岸
一
丁
目
七
番
一
号

二

指
定
の
解
除
に
係
る
歳
入

つ
な
が
る
。
や
ま
ぐ
ち
応
援
寄
附
金
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
納
付
さ
れ
る
も
の
に
限

る
。
）

三

解
除
の
日

令
和
六
年
四
月
一
日

山
口
県
告
示
第
百
三
十
六
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
指
定
納
付
受
託
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

指
定
納
付
受
託
者
の
名
称
、
住
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地

株
式
会
社
さ
と
ふ
る

東
京
都
中
央
区
京
橋
二
丁
目
二
番
一
号

二

指
定
納
付
受
託
者
に
納
付
さ
せ
る
歳
入

つ
な
が
る
。
や
ま
ぐ
ち
応
援
寄
附
金
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
納
付
さ
れ
る
も
の
に
限

る
。
）

三

指
定
の
日

令
和
六
年
四
月
一
日

一
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山
口
県
告
示
第
百
三
十
七
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
指
定
納
付
受
託
者
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

指
定
納
付
受
託
者
の
名
称
、
住
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地

変

更

後

変

更

前

名

称

住
所
又
は
事
務
所
の

所
在
地

名

称

住
所
又
は
事
務
所
の

所
在
地

株
式
会
社
ト
ラ
ス

ト
バ
ン
ク

東
京
都
品
川
区
上
大
崎
三

丁
目
一
番
一
号

株
式
会
社
ト
ラ
ス

ト
バ
ン
ク

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
二
丁

目
二
四
番
一
二
号

二

変
更
の
日

令
和
六
年
一
月
十
六
日

山
口
県
告
示
第
百
三
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
保

安
林
の
指
定
を
次
の
と
お
り
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

宇
部
市
大
字
善
和
字
大
谷
一
四
三
の
二
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
宇
部
市
産
業
経

済
部
農
林
整
備
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
三
十
九
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
加
入
区
に
つ
い
て
、
漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意

に
関
す
る
告
示
（
令
和
二
年
山
口
県
告
示
第
百
三
十
一
号
）
に
係
る
指
定
漁
船
を
普
通
損
害
保
険
に
付

す
べ
き
義
務
は
、
令
和
六
年
四
月
十
六
日
限
り
消
滅
し
た
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

三
隅
町
加
入
区公

告

（
七
七
）
令
和
六
年
度
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
の
実
施

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
十
三
条
の
二
十
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
六

年
度
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

受
講
対
象
者

消
防
法
第
十
三
条
の
二
十
三
に
規
定
す
る
製
造
所
、
貯
蔵
所
又
は
取
扱
所
に
お
い
て
危
険
物
の
取

扱
作
業
に
従
事
す
る
危
険
物
取
扱
者

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

㈠

給
油
取
扱
所
に
お
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
す
る
危
険
物
取
扱
者
に
対
す
る
講
習

日

時

場

所

令
和
六
、

七
、

五

午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

下
関
市
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー

〃

〃

一
〇

〃

山
口
市
吉
敷
下
東
三
丁
目
一
番
一
号

山
口
県
総
合
保
健
会
館

〃

八
、

二

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

〃

〃

二
〇

〃

萩
市
見
島
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

〃

〃

二
七

午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

宇
部
市
大
字
川
上
七
四

山
口
県
農
業
協
同
組
合
宇
部
統
括
本
部

〃

九
、

六

〃

周
南
市
鼓
海
二
丁
目
一
一
八
の
二
四

公
益
財
団
法
人
周
南
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

〃

〃

一
二

〃

柳
井
市
柳
井
三
七
一
八

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

〃

〃

一
八

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

防
府
市
八
王
子
二
丁
目
八
番
九
号

防
府
市
創
業
・
交
流
セ
ン
タ
ー

二
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〃

〃

二
〇

午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

〃

〃

二
六

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

〃

〃

二
七

〃

萩
市
大
字
椿
東
六
四
四
六
の
五

山
口
県
農
業
協
同
組
合
越
ヶ
浜
支
店

〃

一
〇
、

一

午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

宇
部
・
山
陽
小
野
田
消
防
局
消
防
訓
練
研
修
セ
ン

タ
ー

〃

〃

二

〃

長
門
市
向
津
具
公
民
館

〃

〃

九

〃

周
南
市
鼓
海
二
丁
目
一
一
八
の
二
四

公
益
財
団
法
人
周
南
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

〃

〃

一
八

〃

下
関
市
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー

〃

〃

三
〇

〃

長
門
市
通
六
七
一
の
一
五

山
口
県
漁
業
協
同
組
合
通
支
店

〃

〃

三
一

〃

萩
市
江
向
五
一
〇

萩
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

〃

一
一
、

六

〃

長
門
市
油
谷
川
尻
六
三
一

山
口
県
漁
業
協
同
組
合
川
尻
支
店

〃

〃

一
四

〃

下
松
市
消
防
本
部

㈡

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
第
六
号
に
規

定
す
る
特
定
事
業
所
に
お
け
る
危
険
物
施
設
（
㈠
に
掲
げ
る
危
険
物
施
設
を
除
く
。
）
に
お
い
て

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
す
る
危
険
物
取
扱
者
に
対
す
る
講
習

日

時

場

所

令
和
六
、

七
、
一
七

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

〃

〃

二
六

〃

周
南
市
鼓
海
二
丁
目
一
一
八
の
二
四

公
益
財
団
法
人
周
南
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

〃

〃

三
〇

〃

宇
部
市
大
字
川
上
七
四

山
口
県
農
業
協
同
組
合
宇
部
統
括
本
部

〃

八
、
二
七

〃

〃〃

〃

〃

二
八

〃

〃〃

〃

〃

三
〇

午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

〃

九
、

六

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

周
南
市
鼓
海
二
丁
目
一
一
八
の
二
四

公
益
財
団
法
人
周
南
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

〃

〃

二
五

〃

〃〃

〃

一
〇
、

九

〃

〃〃

㈢

㈠
及
び
㈡
に
掲
げ
る
危
険
物
施
設
以
外
の
危
険
物
施
設
に
お
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事

す
る
危
険
物
取
扱
者
に
対
す
る
講
習

日

時

場

所

令
和
六
、

七
、

五

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

下
関
市
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー

〃

〃

一
二

午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

〃

〃

二
四

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

〃

〃

二
六

午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

周
南
市
鼓
海
二
丁
目
一
一
八
の
二
四

公
益
財
団
法
人
周
南
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

〃

〃

三
〇

〃

宇
部
市
大
字
川
上
七
四

山
口
県
農
業
協
同
組
合
宇
部
統
括
本
部

〃

八
、
二
二

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

防
府
市
八
王
子
二
丁
目
八
番
九
号

防
府
市
創
業
・
交
流
セ
ン
タ
ー

〃

〃

二
八

午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

宇
部
市
大
字
川
上
七
四

山
口
県
農
業
協
同
組
合
宇
部
統
括
本
部

〃

〃

二
九

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

防
府
市
八
王
子
二
丁
目
八
番
九
号

防
府
市
創
業
・
交
流
セ
ン
タ
ー

〃

九
、

三

〃

〃〃

〃

〃

四

午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

〃

〃

五

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

〃

〃

一
〇

午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

美
祢
市
消
防
本
部

〃

〃

〃

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

〃

〃

〃

二
五

午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

周
南
市
鼓
海
二
丁
目
一
一
八
の
二
四

公
益
財
団
法
人
周
南
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

〃

〃

三
〇

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

宇
部
・
山
陽
小
野
田
消
防
局
消
防
訓
練
研
修
セ
ン

タ
ー

〃

一
〇
、

一

〃

〃

〃

〃

一
〇

午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

柳
井
市
柳
井
三
七
一
八

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

〃

〃

一
一

〃

山
口
市
吉
敷
下
東
三
丁
目
一
番
一
号

山
口
県
総
合
保
健
会
館

二
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〃

〃

一
八

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

下
関
市
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー

〃

一
一
、

七

午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

萩
市
江
向
五
一
〇

萩
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

〃

〃

一
四

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

下
松
市
消
防
本
部

三

受
講
申
請
書
の
提
出
期
限
及
び
提
出
先

各
講
習
実
施
日
の
四
週
間
前
ま
で
に
、
受
講
場
所
の
所
在
す
る
地
区
の
危
険
物
安
全
協
会
又
は
山

口
市
葵
二
丁
目
五
番
六
九
号
（
郵
便
番
号
七
五
三－

〇
八
二
一
）
一
般
社
団
法
人
山
口
県
危
険
物
安

全
協
会
連
合
会
に
提
出
す
る
こ
と
。

四

提
出
書
類

受
講
申
請
書

五

受
講
手
数
料

五
千
三
百
円
に
相
当
す
る
山
口
県
収
入
証
紙
を
受
講
申
請
書
の
所
定
の
欄
に
貼
る
こ
と
。
こ
の
収

入
証
紙
に
は
、
消
印
を
し
な
い
こ
と
。

六

そ
の
他

受
講
案
内
、
受
講
申
請
書
等
の
請
求
及
び
こ
の
講
習
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
最
寄
り
の
消
防
本

部
、
山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県
総
務
部
消
防
保
安
課
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

二
三
九

九
）
又
は
一
般
社
団
法
人
山
口
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
（
電
話
〇
八
三－

九
二
三－

七
七
九

九
）
に
す
る
こ
と
。
郵
便
で
問
い
合
わ
せ
る
場
合
は
、
往
復
は
が
き
を
使
用
す
る
か
、
又
は
切
手
を

貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
上
す
る
こ
と
。

（
七
八
）
令
和
六
年
度
消
防
設
備
士
講
習
の
実
施

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
十
七
条
の
十
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
六
年
度

消
防
設
備
士
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

受
講
対
象
者

次
に
掲
げ
る
講
習
区
分
ご
と
の
消
防
設
備
士
免
状
を
所
持
し
て
い
る
者

㈠

消
火
設
備

甲
種
第
一
類
、
甲
種
第
二
類
、
甲
種
第
三
類
、
乙
種
第
一
類
、
乙
種
第
二
類
又
は

乙
種
第
三
類

㈡

警
報
設
備

甲
種
第
四
類
、
乙
種
第
四
類
又
は
乙
種
第
七
類

㈢

避
難
設
備
・
消
火
器

甲
種
第
五
類
、
乙
種
第
五
類
又
は
乙
種
第
六
類

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

㈠

消
火
設
備日

時

場

所

令
和
六
、

九
、
一
九

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

山
口
市
湯
田
温
泉
五
丁
目
一
番
一
号

山
口
県
婦
人
教
育
文
化
会
館

〃

〃

二
〇

〃

周
南
市
鼓
海
二
丁
目
一
一
八
の
二
四

公
益
財
団
法
人
周
南
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー

㈡

警
報
設
備日

時

場

所

令
和
六
、
一
〇
、

九

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

山
口
市
湯
田
温
泉
五
丁
目
一
番
一
号

山
口
県
婦
人
教
育
文
化
会
館

〃

〃

一
〇

〃

周
南
市
鼓
海
二
丁
目
一
一
八
の
二
四

公
益
財
団
法
人
周
南
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー

㈢

避
難
設
備
・
消
火
器

日

時

場

所

令
和
六
、
一
〇
、
二
二

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

山
口
市
湯
田
温
泉
五
丁
目
一
番
一
号

山
口
県
婦
人
教
育
文
化
会
館

〃

〃

二
三

〃

周
南
市
鼓
海
二
丁
目
一
一
八
の
二
四

公
益
財
団
法
人
周
南
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー

〃

〃

二
四

〃

〃〃

三

講
習
の
科
目

㈠

工
事
整
備
対
象
設
備
等
関
係
法
令
及
び
防
火
に
関
す
る
他
法
令
等
に
関
す
る
事
項

㈡

工
事
整
備
対
象
設
備
等
の
工
事
又
は
整
備
等
に
関
す
る
事
項

㈢

効
果
測
定

四

講
習
の
一
部
免
除

一
の
種
類
の
講
習
を
受
け
た
後
六
月
以
内
に
他
の
種
類
の
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
三
の

㈠
に
掲
げ
る
科
目
の
受
講
を
免
除
す
る
。

五

受
講
申
請
書
の
提
出
期
間
及
び
提
出
先

令
和
六
年
七
月
三
十
日
（
火
曜
日
）
か
ら
同
年
八
月
十
三
日
（
火
曜
日
）
ま
で
の
間
に
、
山
口
市

葵
二
丁
目
五
番
六
九
号
（
郵
便
番
号
七
五
三－

〇
八
二
一
）
一
般
財
団
法
人
山
口
県
消
防
設
備
協
会

に
提
出
す
る
こ
と
。

六

提
出
書
類

㈠

受
講
申
請
書

㈡

写
真
（
縦
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
、
出
願
前
六
月
以
内
に
撮
影
し

四
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た
無
帽
、
正
面
向
き
及
び
上
半
身
像
の
も
の
と
す
る
。
）

七

受
講
手
数
料

講
習
区
分
ご
と
に
七
千
円
に
相
当
す
る
山
口
県
収
入
証
紙
を
受
講
申
請
書
の
所
定
の
欄
に
貼
る
こ

と
。
こ
の
収
入
証
紙
に
は
、
消
印
を
し
な
い
こ
と
。

八

そ
の
他

受
講
案
内
、
受
講
申
請
書
等
の
請
求
及
び
こ
の
講
習
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
最
寄
り
の
消
防
本

部
、
山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県
総
務
部
消
防
保
安
課
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

二
三
九

九
）
又
は
一
般
財
団
法
人
山
口
県
消
防
設
備
協
会
（
電
話
〇
八
三－

九
二
三－

七
七
七
八
）
に
す
る

こ
と
。
郵
便
で
問
い
合
わ
せ
る
場
合
は
、
往
復
は
が
き
を
使
用
す
る
か
、
又
は
切
手
を
貼
っ
た
宛
先

明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
上
す
る
こ
と
。

（
七
九
）
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了

次
の
と
お
り
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

事
業
の
名
称

県
営
岩
国
北
部
地
区
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

二

事
業
の
種
類

用
排
水
施
設
の
改
修

三

工
事
完
了
の
時
期

令
和
四
年
九
月
二
十
日

一

事
業
の
名
称

県
営
岩
国
北
部
地
区
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

二

事
業
の
種
類

鳥
獣
侵
入
防
止
施
設

三

工
事
完
了
の
時
期

令
和
四
年
三
月
四
日

一

事
業
の
名
称

県
営
岩
国
北
部
地
区
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

二

事
業
の
種
類

暗
渠き

ょ

排
水

三

工
事
完
了
の
時
期

令
和
二
年
十
一
月
六
日

（
八
〇
）
令
和
六
年
度
山
口
県
家
畜
人
工
授
精
師
養
成
講
習
会
の
開
催

家
畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号
）
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和

六
年
度
山
口
県
家
畜
人
工
授
精
師
養
成
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

講
習
会
の
種
別

家
畜
体
内
受
精
卵
移
植
に
関
す
る
講
習
会

二

開
催
場
所

美
袮
市
伊
佐
町
河
原

山
口
県
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
畜
産
技
術
部

三

開
催
期
間

令
和
六
年
七
月
三
日
（
水
曜
日
）
か
ら
同
月
二
十
六
日
（
金
曜
日
）
ま
で

四

受
講
者
の
予
定
人
員

十
人
程
度

五

講
習
に
係
る
家
畜
の
種
類

牛

六

講
習
科
目

区

分

科

目

学

科

体
内
受
精
卵
移
植
概
論

受
精
卵
の
生
理
及
び
形
態

体
内
受
精
卵
の
処
理
及
び
保
存

受
精
卵
の
移
植

実

習

体
内
受
精
卵
の
処
理
及
び
保
存

受
精
卵
の
移
植

七

受
講
申
込
書
の
提
出
期
限

令
和
六
年
五
月
十
七
日
（
金
曜
日
）

八

受
講
の
手
続

講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
講
申
込
書
を
住
所
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
を

経
由
し
て
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
。

四
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九

受
講
者
の
決
定

受
講
者
を
決
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
本
人
に
通
知
す
る
。

十

受
講
手
数
料

三
万
八
百
三
十
円
に
相
当
す
る
山
口
県
収
入
証
紙
を
受
講
申
込
書
の
所
定
の
欄
に
貼
る
こ
と
。
こ

の
収
入
証
紙
に
は
、
消
印
を
し
な
い
こ
と
。

十
一

そ
の
他

こ
の
講
習
会
の
受
講
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県
農
林
水
産
部
畜

産
振
興
課
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

三
四
三
四
）
又
は
最
寄
り
の
家
畜
保
健
衛
生
所
に
す
る
こ

と
。

（
八
一
）
契
約
の
締
結

次
の
と
お
り
随
意
契
約
の
方
法
に
よ
り
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

事
務
を
担
当
す
る
課
の
名
称
及
び
所
在
地

会
計
管
理
局
会
計
課

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

二

契
約
に
係
る
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
運
用
維
持
管
理
業
務

一
式

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

四

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
六
年
四
月
一
日

五

契
約
の
相
手
方
の
名
称
及
び
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

株
式
会
社
日
立
製
作
所

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
六
番
六
号

六

契
約
金
額

一
億
六
百
七
十
二
万
六
千
九
百
五
十
円

七

随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
と
し
た
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令

第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
た
め

八

契
約
担
当
者

山
口
県
知
事

村
岡

嗣
政

選
挙
管
理
委
員
会

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
二
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
不
在
者

投
票
の
で
き
る
老
人
ホ
ー
ム
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

社
会
福
祉
法
人
下
関
市
社
会

福
祉
事
業
団
養
護
老
人
ホ
ー

ム
陽
光
苑

下
関
市
大
字
永
田
郷
一
五
八
の
一

令
和
六
、

三
、
一
九

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
三
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
不
在
者

投
票
の
で
き
る
保
護
施
設
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

社
会
福
祉
法
人
下
関
市
社
会

福
祉
事
業
団
救
護
施
設
梅
花

園

下
関
市
大
字
永
田
郷
四
五
九
の
四

令
和
六
、

三
、
一
九

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
四
号

不
在
者
投
票
の
で
き
る
老
人
ホ
ー
ム
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成
十
年
山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会

告
示
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

「
下
関
市
陽
光
苑

下
関
市
大
字
永
田
郷
一
五
八
の
一

昭
和
三
八
、
一
二
、
一
六

養
護
老
人
ホ
ー
ム
松
涛
園

〃

豊
北
町
大
字
神
田
上
一
八
九

三

〃

〃

〃

」
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を
「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
松
涛
園

下
関
市
豊
北
町
大
字
神
田
上
一
八
九

三

昭
和
三
八
、
一
二
、
一
六
」

に
改
め
る
。

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
五
号

不
在
者
投
票
の
で
き
る
保
護
施
設
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成
十
年
山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告

示
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

「
下
関
市
梅
花
園

下
関
市
大
字
永
田
郷
四
五
九
の
四

昭
和
四
三
、

六
、

四

さ
つ
き
の
里

周
南
市
五
月
町
一
二
番
二
号

〃

〃

〃
」

を
「
さ
つ
き
の
里

周
南
市
五
月
町
一
二
番
二
号

昭
和
四
三
、

六
、

四
」

に
改
め
る
。

企

業

局

山
口
県
企
業
管
理
規
程
第
五
号

山
口
県
企
業
局
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日

山
口
県
公
営
企
業
管
理
者

弘

田

隆

彦

山
口
県
企
業
局
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

山
口
県
企
業
局
職
員
給
与
規
程
（
昭
和
四
十
一
年
山
口
県
企
業
管
理
規
程
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

災
害
応
急
作
業
等
手
当

第
七
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
及
び
」
を
「
又
は
災
害
応
急
作
業
等
手
当
に
係
る
作
業
及

び
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
業
務
、
」
を
「
業
務
又
は
災
害
応
急
作
業
等
手
当
に
係
る
作
業
並
び

に
」
に
改
め
、
「
が
利
水
業
務
手
当
」
の
下
に
「
又
は
災
害
応
急
作
業
等
手
当
」
を
、
「
、
利
水
業
務

手
当
」
の
下
に
「
及
び
災
害
応
急
作
業
等
手
当
の
う
ち
最
高
の
額
の
特
殊
勤
務
手
当
の
一
」
を
加
え

る
。

附

則

こ
の
管
理
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
十
九
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
山
口
県
企
業
局
職
員
給
与
規

程
の
規
定
は
、
同
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
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令
和
六
年
四
月
十
九
日
印
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発
行
所
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口

県

庁

令
和
六
年
四
月
十
九
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事


